
































1.  研究の目的

 リプロダクティプ・ヘルスの一環として人工妊娠中絶手術を考えると、その手術が患者

の心身の健康に寄与することが期待される。しかしながら、過去の中絶経験につけ込まれ

た霊感商法の犠牲者たちの話がニュースになる時、中絶が精神的な傷となっているのでは

ないかとの疑問もでてくる。事情を知らぬ人からの言葉に傷つく女性もいるだろう。日常

的に行われている手術ではありながら、その予後についての検討が、日本ではなされるこ

とがなかった。悔外では PTSD の一形態として、中絶が患者の心理精神にどのように影響

するかの調査研究が蓄積されてきた。これらをもとに実際の医療の現場でも、中絶が患者

に心理的な悪影響を引き起こさないように、起きても長期にわたる傷とならないようにと

配慮し、績極的にカウンセリングが施されたりしている。日本でもそうした試みを実施し

ている病院も一部にはみられるが、医療従事者個人の経験に頼ることが多く、そのままで

は他の施設に導入する助けとはなりにくい。海外での研究および実践の蓄績と、少数では

あれ国内で蓄積されてきたこれらの事例を綜合して、患者の精神的心理的負担を和らげる

ために、中絶手術の前後に誰が何をなすべきかについての議論が待たれている。

 このような背景を考え、本研究は、そうした議論の前提となるような、中絶手術が患者

の心理・  身体にどのような影響を与えるかの基礎的なデータを収集することを目的とし

た。昨年度は中絶手術直後の患者の心理をアンケートで調査したが、これに対して本年度

は、ある程度の時間が経過した後に、患者にとって中絶手術がどのようなインパクトを残

しているのかを、体重や体調そしてパートナーとの関係といった外に現われる側面に与え

た影響と、その経験を患者がどのようにとらえているかという主観的・心理的な面との二

点から調査した。


